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(57)【要約】
　本発明は、外側ケーシングチューブ（１、２、３）、
内側固定光学チューブ（１５）、およびそれらの間に配
置された少なくとも１つの可動スライディングチューブ
（１２）を有する、医療に適用するための棒状の硬性内
視鏡であって、透明の遠位窓（４）およびそれに隣接し
てある光出射部を有する遠位端、遠位窓（４）に対面す
る光偏向プリズム（６）、光学観測装置（２２）または
カメラアダプタを有する近位端、入れ子状の中空チュー
ブから構成された内視鏡軸部を含み、２つの外側中空チ
ューブ（１、３）が、遠位端に窓（４）を有するケーシ
ングチューブを形成し、光学チューブ（１５）が、遠位
窓に可動偏向プリズム（６）を有し、かつ光学チューブ
の内部に、光ビームを透過させる光学系（１４）を有し
、内視鏡の長手方向軸の方向に摺動できる少なくとも１
つのスライディングチューブ（１２）が、ケーシングチ
ューブ（１、２、３）と光学チューブ（１５）との間に
配置され、遠位窓（４）には装置（１３）が設けられ、
その装置によって、遠位窓（４）に対面する偏向プリズ
ム（６）の側面への散光の入射が回避でき、遠位窓（４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側ジャケットチューブ（１、２、３）、内側固定光学チューブ（１５）およびそれら
の間に配置された少なくとも１つの可動スライディングチューブ（１２）を有する、医療
に適用するための棒状の硬性内視鏡であって、
・光透過性遠位窓（４）およびその隣に配置された光出射部を含む遠位端、
・前記遠位窓（４）に対面する光偏向プリズム（６）、
・光学観測装置（２２）またはカメラアダプタを備える近位端、
・入れ子式の中空チューブで構成された内視鏡軸部
を含み、それにより、
・２つの外側中空チューブ（１、３）が、前記遠位端に窓（４）のある前記ジャケットチ
ューブを形成し、
・前記光学チューブ（１５）がその遠位窓に可動偏向プリズム（６）を有し、かつその内
部に、光ビームを透過させる光学系（１４）を有し、
・少なくとも１つのスライディングチューブ（１２）が前記ジャケットチューブ（１、２
、３）と前記光学チューブ（１５）との間に配置され、このスライディングチューブは、
前記内視鏡の長手方向軸の方向に摺動でき、
・前記遠位窓（４）には、前記遠位窓（４）に対面する前記偏向プリズム（６）の側面へ
の迷光の入射を回避できる装置（７、１３）があり、
・前記遠位窓（４）に対面する前記偏向プリズム（６）は、前記内視鏡の長手方向軸に直
角のシャフト（８）に回転式に装着される、
内視鏡において、
・前記スライディングチューブ（１２）が前記遠位端において前記偏向プリズム（６）に
接続されて、前記光学チューブ（１５）に対するこのチューブの摺動によって、そのシャ
フト（８）の周りで前記プリズムの回転を生じさせるようにし、
・前記ジャケットチューブ（１、２、３）が、内部に配置された前記内側中空チューブを
完全に取り囲む密封密閉チャンバを形成し、その密封によって、その周りの空間を蒸気に
よって滅菌することが可能となり、
・前記スライディングチューブが、可動永久磁石（２０、２１）によって生成される磁力
によって前記光学チューブに対して摺動し、そのために、少なくとも１つの永久磁石が前
記密閉チャンバ（１７）の内側（２０）に、および少なくとも１つの永久磁石が外側（２
１）に配置されることを特徴とする、内視鏡。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡において、前記窓に対面する前記偏向プリズム（６）の側面へ
の前記迷光の入射を回避できる手段が、前記偏向プリズム（６）の表面をおよそ半分にわ
たって黒くすること（７）であることを特徴とする内視鏡。
【請求項３】
　請求項１乃至２に記載の内視鏡において、前記窓（４）に対面する前記偏向プリズム（
６）の側面への前記迷光の入射を回避できる手段が、軸方向に可動なシャッター（１３）
であり、そのシャッターの運動が、遠位の範囲において前記偏向プリズム（６）の回転に
直接結合されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の内視鏡において、前記軸方向に可動なシャッター
（１３）が、軸方向に摺動できるシャッタースライディングチューブ（１１ａ）によって
摺動でき、および前記シャッタースライディングチューブ（１１ａ）は、可動永久磁石（
１８、１９）によって生成される磁力によって前記光学チューブに対して摺動でき、その
ために、少なくとも１つの永久磁石（１８）が前記密閉チャンバ（１７）の内側に、およ
び少なくとも１つの永久磁石（１９）が外側に配置されることを特徴とする内視鏡。
【請求項５】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の内視鏡において、前記軸方向に可動なシャッター
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（１３）が、前記偏向プリズム（６）の前記回転手段を使用して、接合部（１１ｂ）によ
って、結合された状態で軸方向に摺動されることを特徴とする内視鏡。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の内視鏡において、前記偏向プリズム（６）には、
前記遠位窓（４）からみて外方の側面に歯車セグメント（９）が装着され、このセグメン
トは、前記スライディングチューブ（１２）にしっかりと接続された歯付きラック（１０
）に係合している一方、前記偏向プリズム（６）が取り付けられた前記回転シャフト（８
）は、前記光学チューブ（１５）に締結されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の内視鏡において、前記磁力が、少なくとも一対の
永久磁石（１８、１９、２０、２１）によって伝達され、そのために、一方の永久磁石（
１８、２０）がスライディングチューブ（１１ａ、１２）の外側に取り付けられる一方、
他方の永久磁石（１９、２１）が、前記ジャケットチューブ（１、２、３）の外側を摺動
するように装着されることを特徴とする内視鏡。
【請求項８】
　請求項７に記載の内視鏡において、前記永久磁石が、環状磁石として構成され、かつ同
じ断面の平面に吸引されるような極性にされることを特徴とする内視鏡。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の内視鏡において、長手方向軸に対する視野角と
して連続的に１０°～１１０°を設定でき、視野は約６０°±１０°であることを特徴と
する内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オートクレーブ滅菌に好適で、かつ様々な視野方向を設定できる、医療に適
用するための硬性内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用内視鏡は、通常、体腔にある内臓器官を検査する役目をする。このために、自然
にある体の開口部を使用して、または身体に切開を行って、そこから内視鏡を観察点まで
ずっと挿入する。内視鏡の遠位端には、照明用の光源と、対象から反射した光が内視鏡に
入射することができる窓とがあり、その入射後、光は光学素子を通って、観察者または画
像取得装置にまで達する内視鏡の近位端にまで伝えられる。
【０００３】
　内視鏡の使用後、内視鏡を洗浄、消毒および滅菌して、患者間で感染を広げないように
する必要がある。滅菌は問題があることが多い。後に多大な努力を払って除去する必要の
ある毒性物質、または密封の達成に問題を引き起こし得る蒸気のいずれかを使用すること
を必要とする。
【０００４】
　患者に不快感を引き起こす手続きを回避するために、可能な限り細い内視鏡を使用する
ことが望ましい。これは、光学素子が高い要求を満たす必要があることを意味する。さら
に、内視鏡を交換する度に患者に身体的な不快感を与えるため、同じ内視鏡を使用して可
能な限り多くの検査を実施することが実現可能である必要がある。
【０００５】
　それゆえ、本発明の目的は、蒸気によって簡単に滅菌でき、内視鏡を交換することなく
多くの検査を行うことが可能であり、かつ可能な限り最高の光学的品質を有すると同時に
細型構造を有する、医療に適用するための硬性内視鏡を提案することにある。
【０００６】
　本発明は、外側ジャケットチューブ、内側固定光学チューブ、およびそれらの間に配置
された少なくとも１つの可動スライディングチューブを有する、医療に適用するための棒
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状の硬性内視鏡であって、
・光透過性遠位窓およびその隣に配置された光出射部を備える遠位端、
・遠位窓に対面する光偏向プリズム、
・光学観測装置またはカメラアダプタを備える近位端、
・入れ子式の中空チューブを構成する内視鏡軸部、
を含み、それにより、
・２つの外側中空チューブが、遠位端に窓を備えるジャケットチューブを形成し、
・光学チューブが、その遠位窓に可動偏向プリズムを有し、かつその内部に、光ビームを
透過させるための光学系を有し、
・少なくとも１つのスライディングチューブが、ジャケットチューブと光学チューブとの
間に配置され、このスライディングチューブが、内視鏡の長手方向軸の方向に摺動でき、
・遠位窓には、遠位窓に対面する偏向プリズムの側面への迷光の入射を回避できる装置が
あり、
・遠位窓に対面する偏向プリズムが、内視鏡の長手方向軸に対して直角のシャフトに回転
式に装着され、
・スライディングチューブが遠位端において偏向プリズムに接続されて、光学チューブに
対するこのチューブの摺動によって、そのシャフトの周りでプリズムの回転を生じさせる
ようにし、
・ジャケットチューブが、内部に配置された内側中空チューブを完全に取り囲む密封密閉
チャンバを形成し、その密封によって、その周りの空間を蒸気によって滅菌することが可
能となり、
・スライディングチューブが、可動永久磁石によって生成される磁力によって、光学チュ
ーブに対して摺動し、そのために、少なくとも１つの永久磁石が密閉チャンバの内側に、
および少なくとも１つの永久磁石が外側に配置される内視鏡によって、この目的を達成す
る。
【０００７】
　密閉チャンバの内部に必要な運動は、もっぱら磁力によって伝達される。その結果、摺
動用のガスケットまたは回転部をもはや必要としない密閉チャンバを形成でき、および蒸
気によって滅菌を実施できる可能性があるので、蒸気は、光学系が配置されている内視鏡
の内部にもはや浸透できず、これは、そうでなければ、ベアリングに遊びがあるゆえに、
蒸気に起因する温度変化および膨張のために不可避とされた。
【０００８】
　磁気的調整装置を備える内視鏡がまた、独国特許出願公開第１９９　２７　８１６Ａ１
号明細書に説明されている。ここでは、内視鏡は、封止されたハウジング壁と、内部に配
置された構造要素とを有し、この構造要素は、構造要素に取り付けられかつ壁の外側に配
置された磁石により生じる、壁を通る磁場によって動かすことができる駆動要素によって
調整できると、説明されている。しかしながら、この運動は、内視鏡とは構造的に分離し
た外側の磁石によってもたらされている。
【０００９】
　光学系は、窓に対面する偏向プリズムの側面の下部を通って有用な光のみが入射するよ
うに、構成できる。その結果、プリズムの残りの部分を覆う手段を使用して、迷光がほと
んど完全に遮断されるようにすることが可能である。本発明の一実施形態では、窓に対面
する偏向プリズムの側面への光の入射を制限する手段が、偏向プリズムの表面をおよそ半
分にわたって黒くすることであることが提供される。その代わりにまたはそれに加えて、
手段が軸方向に可動なシャッターであることが提供される。そのようなシャッターは、小
さな偏向角で入射する迷光の入射に対してプリズムの出射用後面も保護する。
【００１０】
　そのような装置のおかげで、迷光を内視鏡のレンズ系に近づけない。ここでは、本発明
による内視鏡に許された観察空間が大きいために、そのような内視鏡がまた、光ファイバ
ーまたはダイオードで構成された、対応して強力な照明装置を確実に有するようにする必
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要があり、その結果、この装置は観察空間を適切に照明できる。
【００１１】
　この特殊機能、すなわち、大きな面積にわたる高強度の照明を考慮すると、迷光に関わ
る問題はまた、それ相応の意義がある（ｒｅｌｅｖａｎｔ）。別の理由は、医療への適応
において、被観察面は－技術的応用とは違って－通常内視鏡に非常に近く、かつ高レベル
の強度の迷光を生じることである。その結果、本発明による内視鏡は、例えば、米国特許
第３，８５６，０００号明細書に説明されている従来技術のものとは異なる。そこに示さ
れている構成では、プリズムの入射用前面を通る光の入射が制限されておらず、プリズム
は、空間のかなりの部分を占めるワイヤ牽引手段によって傾斜されている。
【００１２】
　これらの迷光の影響は、黒くすること、および窓に対面しかつ視野角の外側にある必要
のあるプリズムの部分の全てを遮るシャッターによって、回避される。プリズムが傾斜さ
れ、かつ視野角が脇に動いたら直ちに、シャッターを引っ込める必要がある。その結果、
プリズムおよびシャッターの回転運動は互いに連動している。これらの結合された運動は
、ジョイントスライディングチューブによって、または様々な中空チューブによって、ま
たはプリズムの軸とシャッターとの間の接合部（ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ）とその運動
の結合によって生じ得る。特に小さな直径の医療用内視鏡を考慮すると、ワイヤ牽引手段
の使用は空間を占有しすぎることがある。
【００１３】
　本発明の別の実施形態では、偏向プリズムに、遠位窓からみて外方の反射面に歯車セグ
メントが装着され、このセグメントが、スライディングチューブにしっかりと接続されて
いる歯付きラックに係合することを提供する。偏向プリズムが取り付けられた回転シャフ
トは、光ビームを伝達するための光学素子を含む光学チューブに締結されている。このよ
うに、プリズムが調整される場合、確実に高精度にでき、それにより、同時に、非常に細
い設計が達成される。
【００１４】
　本発明の別の実施形態では、少なくとも一対の永久磁石によって磁力が伝達され、その
ために、一方の永久磁石が第１の内側中空チューブの外側に取り付けられる一方、他方の
永久磁石が、第２の外側中空チューブの外側を摺動するように装着されることが提供され
る。別の有利な実施形態では、永久磁石は環状磁石として構成され、かつそれらが同じ断
面の平面に吸引されるような極性にされることを提供する。このように、とりわけ好まし
い摩擦接続が達成される。
【００１５】
　例示として提供された本発明の実施形態では、偏向プリズムとして９０°の直角プリズ
ムを使用し、かつ１０°～１１０°の範囲を長手方向軸に対する視野角として連続的に設
定でき、および視野は約６０°であることを提供する。従来技術の内視鏡では、単一の視
野方向の設定のみが可能であり、それゆえ、検査中、それに応じて頻繁に交換する必要が
あるが、本発明による設計は、器具を交換することなく検査を行うことを可能にし、これ
は、一方では患者にとって優しいという利点を有し、他方では検査後に滅菌する必要のあ
る装置が少数になるという利点を有し、そのため、蒸気による滅菌を非常に迅速に行うこ
とができる。概して、これは、手元に置いておく必要のある内視鏡の数を減らし、これは
本発明の大きな財政的利点である。
【００１６】
　本発明を、図１ａ、図１ｂ、図２ａ、図２ｂ、図３ａおよび図３ｂに示す図面を参照し
て詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１ａは、９０°プリズムの２つの端部部分を一例として示す、内視鏡の遠位端
を通る縦断面の単純化した概略図を示し、図１ｂは、９０°プリズムの２つの端部部分を
一例として示す、内視鏡の遠位端を通る縦断面の単純化した概略図を示す。
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【図２】図２ａは、９０°プリズムの２つの端部部分を一例として示す、内視鏡の遠位端
を通る縦断面の単純化した概略図を示し、図２ｂは、９０°プリズムの２つの端部部分を
一例として示す、内視鏡の遠位端を通る縦断面の単純化した概略図を示す。
【図３】図３ａは、内視鏡全体の概略図を示し、図３ｂは、内視鏡全体の概略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　ここで、外側チューブ１が、この場合光ファイバー束２からなる照明系を保護する。そ
の内部に、窓４および前部５を備える第２の外側中空チューブ３が配置されており、それ
らは互いに緊密に結合されている。これらの要素はジャケットチューブを形成する。
【００１９】
　黒くした領域７を有する直角プリズム６が、窓付近のジャケットチューブ内側の密閉さ
れた内部に配置されている。直角プリズムはシャフト８に回転式に装着され、回転は、歯
付きラック１０によって作動される歯車セグメント９によって引き起こされる。シャフト
８は光学チューブ１５に取り付けられ、光学チューブは、観察下の対象からの光ビームを
伝達する光学系を含む一方、歯付きラック１０は、スライディングチューブ１２によって
動かされる。歯付きラックを有する歯車セグメントの代わりに、回転および傾斜運動を行
うことができる異なるタイプの接合部を使用することも可能である。
【００２０】
　図１ａ、図２ａおよび図３ａの描写は、シャッター１３の動きの点で図１ｂ、図２ｂお
よび図３ｂの描写とは異なる。図１ａ、図２ａおよび図３ａは、偏向プリズム６の傾斜と
は無関係にシャッター１３を動かすことのできる方法を示す。このために、スライディン
グチューブ１２とは別に、別のスライディングチューブ、すなわち、スライディングチュ
ーブ１２の外側であるがジャケットチューブの内側に配置されたシャッタースライディン
グチューブ１１ａを使用する。
【００２１】
　図１ｂ、図２ｂおよび図３ｂは、偏向プリズム６の傾斜とは無関係に、シャッター１３
を結合された状態で動かすことのできる方法を示す。ここでは、シャッター１３は、接合
部１１ｂを介して偏向プリズム６の垂下装置に取り付けられている。シャフト８が回転す
ると、それに応じてシャッター１３は前進したりまたは後退したりする。このように構成
された内視鏡は、単純かつ細型になるように設計できる。
【００２２】
　図１ａおよび図１ｂでは、視野角αが６０°であり、視野の中央線βは、水平から１０
０°回転される。それゆえ、水平に対して１３０°～７０°の範囲を見て検査できる。図
２ａ／ｂでは、視野角は同様に６０°であり、視野の中点は水平に対して１０°回転され
る。それゆえ、水平に対して４０°～－２０°の範囲を見て検査できる。この広範囲さが
照明系２の要求を高くする。本発明の共通の構造配置によって、６０°±１０°の視野で
、視野が１１０°までとなるようにプリズムの傾斜を達成する。
【００２３】
　図３ａおよび図３ｂは、点を付して示す密閉チャンバ１７の説明と共に内視鏡の概略図
を示す。２つの描写は、シャッター１３の動きおよび対応する配置および磁石の数の点で
異なる。
【００２４】
　図３ａでは、環状磁石１８がチャンバ１７の内側に配置されている；環状磁石はシャッ
タースライディングチューブ１１ａに接続されており、かつ、チャンバ１７の上側および
外側に配置されかつ軸方向に摺動できる環状磁石１９によって軸方向に動かすことができ
る。さらに、別の環状磁石２０がこのチャンバ１７の内側に配置されている；前記磁石は
、スライディングチューブ１２に接続され、かつ、チャンバ１７の上側および外側に配置
されかつ同様に軸方向に摺動できる環状磁石２１によって軸方向に動かすことができる。
２つの外側環状磁石１９および２１は、それらが動いて互いに定められた関係で調整でき
るように互いに接続されており、その結果、異なる視野角において正確なシャッター設定
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【００２５】
　図３ｂでは、シャッター１３の運動の結合を接合部１１ｂによって遠位から生じさせら
れるため、磁石１８および１９を省略できる。
【００２６】
　図３ａおよび図３ｂはまた、内視鏡の近位端にある密閉窓２２の構成も示す。
【符号の説明】
【００２７】
　１　外側チューブ
　２　光ファイバー束
　３　第２の外側中空チューブ
　４　窓
　５　前部
　６　直角プリズム
　７　黒くした領域
　８　シャフト
　９　歯車セグメント
　１０　歯付きラック
　１１ａ　シャッタースライディングチューブ
　１１ｂ　接合部
　１２　スライディングチューブ
　１３　シャッター
　１４　光学系
　１５　光学チューブ
　１６　中央線
　１７　チャンバ
　１８　環状磁石
　１９　環状磁石
　２０　環状磁石
　２１　環状磁石
　２２　窓
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【国際調査報告】
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【要約の続き】
）に対面する偏向プリズム（６）は、内視鏡の長手方向軸に対して直角のシャフト（８）に回転式に支持され、スラ
イディングチューブ（１２）は、遠位端において偏向プリズム（６）に接続されて、光学チューブ（１５）に対する
前記チューブの摺動によって、そのシャフト（８）の周りでプリズムの回転を生じさせるようにし、ケーシングチュ
ーブ（１、２、３）が、内部に配置された内側中空チューブを完全に取り囲む漏れ止めおよび密閉内部を形成し、そ
の漏れ止めによって、その内部を取り囲む空間を蒸気によって滅菌することが可能となり、光学チューブに対するス
ライディングチューブの摺動が、摺動可能な永久磁石（２０、２１）によって生成される磁力の結果発生し、ここで
、少なくとも１つの永久磁石が密閉内部（１７）の内側（２０）に、および少なくとも１つの永久磁石が外側（２１
）に配置される、内視鏡に関する。
【選択図】図２ｂ
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摘要(译)

本发明是一种医疗用途的棒状，其具有外壳管（1、2、3），内部固定光
学管（15）以及设置在它们之间的至少一个可动滑动管（12）。 刚性内
窥镜，其远端具有透明的远端窗口（4）和相邻的发光部分，面向远端窗
口（4）的光偏转棱镜（6），光学观察 具有设备（22）或照相机适配器
的近端，其包括由嵌套的中空管组成的内窥镜柄，两个远端中空的外部
中空管（1、3），在远端具有窗口（4）。 一种光学管（15），其在远
侧窗口中具有可移动的偏转棱镜（6），以及用于在光学管内传输光束的
光学系统（14）。 至少一个可沿内窥镜纵轴方向滑动的滑管（12） 远侧
窗口（4）位于套管（1、2、3）和光学管（15）之间，其具有面向远侧
窗口（4）的装置（13）。 可以防止朝向远侧窗（4）的扩散棱镜（6）
入射在偏转棱镜（6）的侧面上，并且偏转棱镜（6）在垂直于内窥镜纵
轴的轴（8）上面对远窗（4）。 滑动管（12）以可旋转的方式在其远端
连接到偏转棱镜（6），并且所述管相对于光学管（15）的滑动导致棱镜
绕其轴（8）旋转。 为了引起旋转，套管（1、2、3）形成一个不漏气的
密封内部，完全包围位于内部的内部空心管，从而密封了围绕它的空间。 可以通过蒸汽消毒，并且 由于可滑动的永磁体（20、
21）产生磁力，骑乘管发生滑动，其中至少一个永磁体位于密封内部（17）（20）的内部，并且 本发明涉及一种内窥镜，在该内
窥镜中，在外侧（21）上配置有至少一个永久磁铁。 [选择图]图2b

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3736ef0b-dce1-4841-ac37-01b604e5ea73
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043218129/publication/JP2013507150A?q=JP2013507150A

